
メルマガ登録
無料特典

P値ってなに？？
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著作権について
ne-Book 「メルマガ無料特典その３ P値」は、著作権法で保護され
る著作物です。取り扱いについては、以下の点 にご注意ください。

n「メルマガ無料特典その３ P値」 の著作権は、吉⽥寛輝にありま
す。 著作権者の書⾯による事前許可なく、「メルマガ無料特典その
３ P値」 の⼀部または全部をあらゆる⼿段(印刷物、 ビデオ、⾳声
データ、電⼦記憶媒体、およびホームページ、ウェブログ等のイン
ターネットメディア、 公演、電⼦メール等での配信など)で⼀般公
開することを禁じます。著作権侵害を⾏なった場合は、 ５年以下の
懲役または５００万円以下の罰⾦に処せられ、このような侵害⾏為
が法⼈等の従業員に より法⼈等の業務として⾏なわれた場合には、
当該法⼈等に１億５千万円以下の罰⾦が科せられ ます。(著作権法
１１９条)
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「メルマガ無料特典その３ P値」使⽤契約
n本契約は、「メルマガ無料特典その３ P値」 を購⼊した個⼈または法⼈

(以下、甲とする)と著作権者(以下、⼄とす る)との間の購⼊および使⽤に
関する条件を定めたものであり、甲と⼄の⼀切の関係に適⽤します。 な
お、⼄の本契約への同意が得られない場合には、甲は⼄に対し「メルマガ
無料特典その３ P値」を販売すること はできません。

n第１条(契約の⽬的) 本契約に基づき、⼄が著作権を有する「メルマガ無
料特典その３ P値」 に含まれる情報において、甲の⾮独占的 使⽤権を
許諾するものです。「メルマガ無料特典その３ P値」 は、投資判断の参
考となる情報を⽬的としたもので あって、投資勧誘を⽬的としたもので
はありません。この内容を利⽤する者の経済的その他の利益 を約束する
性質のものではなく、甲はこれを認識し購⼊するものとします。

n第２条（購⼊⼿続に関する免責） 甲の⼊⼒ミスなどあらゆる要因による
注⽂メールの未着・遅延、およびそれに伴う損害等に対しての 責任は、
⼄は何らの責を負わないものとします。

3



「メルマガ無料特典その３ P値」使⽤契約
n第３条（⼄に許諾される使⽤権） 甲は、本契約に基づき使⽤権が許諾された

「メルマガ無料特典その３ P値」をいかなる場合であっても他の者に利 ⽤さ
せてはならない。ただし、事前に⼄の書⾯による承諾を得た場合に限り、以下
の条件をすべて 満たす範囲の者に関しては情報を共有することができます。 １
① 住所を同じくしていること。 ② ⽣計を同じくしていること。 ③ ３親等以内
の親族であること。 ２ ダウンロードでの購⼊の場合、⼄は、ダウンロードの際
使⽤したコンピュータ（以下単独コンピュー タという）でのみ情報の記載され
たファイルを閲覧することができます。 ３ 単独コンピュータ以外のコンピュー
タで情報を閲覧するときは、⼄から別途新たに使⽤権の許諾 を取得することを
必要とするものとします。 ４ 甲は、第三者に対して、「メルマガ無料特典その
３ P値」の本契約に基づく使⽤権、「メルマガ無料特典その３ P値」の購⼊
によ って発⽣した権利・義務、及び本契約の対象となる情報⼜はその他の如何
なるものも、譲渡した り、移転したりすることはできません。また、本契約に
は、「メルマガ無料特典その３ P値」の全部⼜は⼀部を印刷 ⼜は複製する権
利の許諾は含まれておりません。 ５ 甲が本契約に基づく「メルマガ無料特典そ
の３ P値」の全部または⼀部を複製できる場合は、この情報のバック アップ
の作成を⽬的として紙に複製する、またはプログラム⽤ディスクに複製する場
合のみとしま す。
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「メルマガ無料特典その３ P値」使⽤契約
n第４条（情報の変更⼜は改作） 甲は、購⼊した「メルマガ無料特典その３ P

値」を変更、編集および改作することはできません。
n第５条(契約の解除) ⼄により甲が本契約に違反したと判断された場合、⼄は何

の通告もなく使⽤契約を解除できるもの とします。
n第６条(禁⽌事項) 「メルマガ無料特典その３ P値」 に含まれる情報は、著作

権法によって保護されています。 ⼄の書⾯による事前許可なく、「メルマガ無
料特典その３ P値」 の⼀部または全部をあらゆる⼿段(印刷物、ビデオ、 ⾳声
データ、電⼦記憶媒体、およびホームページ、ウェブログ等のインターネット
メディア、公演、電 ⼦メール等での配信など)で⼀般公開することを禁じます。
また、本「メルマガ無料特典その３ P値」 を第三者へ譲 渡、転売することを
禁じます。「メルマガ無料特典その３ P値」の情報は、甲が⾃ら使⽤する場合
においてのみ許諾 されるものとします。万⼀、違反⾏為を発⾒した場合には弁
護⼠を通じての法的⼿段によって解決 いたします。

n第７条(損害賠償) 甲が本契約の第６条に違反した場合、本契約の解除にかかわ
らず、甲は⼄に対する違約⾦として 違反件数と販売価格を乗じたものの１０倍
の⾦額を⽀払うものとします。 また、公演やインターネット等での公開により、
違反件数が特定できない場合は、⼀律 500 万円を 甲は⼄に対して⽀払うものと
します
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「メルマガ無料特典その３ P値」使⽤契約
n第８条(責任の範囲) 「メルマガ無料特典その３ P値」 に記載の内
容は投資の⼿法として⾼い有益性があるものと確信していますが、
そ の正確性を⼄が保障するものではありません。 運⽤および投資に
あたっては、投資者である甲⾃⾝の責任において⾏うものとします。
万⼀、「メルマガ無料特典その３ P値」 に記載の⽅法に従って甲
が投資を⾏い損害が発⽣しても、損失⾦額の補 填および弁済その他
⼀切の責任を⼄は負わないものとします。

n第９条（同意効⼒の発⽣時期） 本契約は、甲が⼄に対し、ウェブサ
イト上の規約に対する「同意」をクリックしたときから効⼒を有す
るものとします。
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統計の⼆つの意味（特典その１再掲）
n統：まとめる

p＝要約する
p例：A製薬の100⼈の社員の⾝⻑の平均値を求める

n計：計画する
p＝検定する
p例：A製薬の100⼈の⾝⻑の平均値が、165cm以上かどうかを判断する
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推定といいます

検定といいます



この資料でみなさんにわかっていただきたいこと

1. P値が何であるかを理解してもらうこと

8



統計＝P値？
n統計に関する⽪⾁

p多くの研究者は、統計解析を望遠鏡だと思っている。彼らは、星を⾒つける
ことに、まるで天⽂学者のように夢中になり、星がついた、つかないで⼀喜
⼀憂する
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それはイカサマコインか？
nあるゲームに参加すべきか？

pルール：
表が出たら賞⾦をもらえるが、裏が出たら罰⾦を取られる

p参加者Aの考え：
üコインに不正（表が出る確率が1/2）がなければ参加したい
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不正かどうかはどう判断するか？
nAさん

p⾃分の前の10⼈分（10回分）を記録することにした

n意思決定
p10回中、X回しか「表」が出なかった場合、裏の出やすいイカサマコインと

判断し、参加をやめる
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表が出た
回数

10-5 4 3 2 1 0

Xをどう決めるか？？



イカサマであると判断する基準
n何回表であれば参加をやめる？

p判断結果は⼈により、まちまち（主観的な判断）

p多くの⼈が納得できる客観的な基準が必要

p客観的な基準を基に仮説を⽴てて検証すること
：仮説検定
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なので

統計の世界では、有意
水準0.05と呼んでいる



仮説検定の流れ
1. 「表」が出る確率を50％と想定する

2. 記録を取る
p10⼈中X⼈が「表」だったとする

3. 10⼈中X⼈が「表」となる確率を計算
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表が出た
回数

10-5 4 3 2 1 0

確率(%) 省略 20.5 11.7 4.4 0.98 0.01



仮説検定の流れ
4. 10⼈中1⼈が表だった

p1⼈以下しか「表」にならない確率を計算

5. 得られた結果が出る確率がある値より下である
pイカサマコインだと結論づける
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表が出た
回数

10-5 4 3 2 1 0

X人以下が
表になる
確率(%)

省略 37.5 17.0 5.39 0.99 0.01

結論：「表が出る
確率が50％」のコ
インではない！



⽤語の解説
1. 「表」が出る確率を50％と想定する

2. 記録を取る
p10⼈中X⼈が「表」だったとする

3. 10⼈中X⼈が「表」となる確率を計算
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表が出た
回数

10-5 4 3 2 1 0

確率(%) 省略 20.5 11.7 4.4 0.98 0.01

帰無仮説

帰無仮説
からの予想



仮説検定の流れ
4. 10⼈中1⼈が表だった

p1⼈以下しか「表」にならない確率を計算

5. 得られた結果が出る確率がある値より下である
pイカサマコインだと結論づける
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表が出た
回数

10-5 4 3 2 1 0

X人以下が
表になる
確率(%)

省略 37.5 17.0 5.39 0.99 0.01

結論：「表が出る
確率が50％」のコ
インではない！

P値

有意水準



まとめ
nP値は、帰無仮説を基にした分布から計算

p得られた結果になる確率
pP値が有意⽔準より⼩さい

ü帰無仮説ではほとんど起こらない！
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